
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震の石碑（No. 24） 

 

南足柄市内の地震の石碑（その 2） 
 

神奈川県温泉地学研究所 平野富雄、八巻和幸 

 

 南足柄市内に建てられた地震の記念碑を引き続き紹介する。前回紹介した「川入堰碑」から矢倉沢 

往還を関本方面に駐在所バス停まで引き返すと、そこが足柄古道の登りロである。舗装されたこの古 

道を 30m ほど歩くと、高台の正面に弘西寺堰碑が建てられ、かたわらには「古代 足柄道」と書い 

た道標がたっている。これが平安時代に更級日記を書いた菅原孝標女（すがわらたかすえのむすめ） 

が、箱根越えを「おそろしげ」に歩いた道で、道標を左に曲がると足柄神社である。 

 

／／ 

 

／

’ 

 

Ｘ 

 

図１ 南足柄市内の地震の石碑の建立場所 

 

弘西寺堰碑（写真 1）－南足柄市苅野－ 

 金時山の麓から流れ出る狩川の左岸一帯に、なだらかな関本丘陵が広がっている。狩川の上流に取 

水堰を設け、この丘陵の西側に川の水を導いて水田耕作を可能にしたのが弘西寺堰である。 
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写真 1 弘西寺堰碑 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この記念碑は、大正の関東大地震で被害を被った堰の復旧の記録である。前回の「川入堰碑」と同 

様に、この弘西寺堰も安政の地震で堰が壊れたと記されている。「川入堰」の安政の地震による堰の 

被害の記述は誤りで、むしろ嘉永の地震による被害ではなかったかと、前回は調査もせずに指摘した。 

 はからずも、同じ川筋の二つの堰で、安政の地震による被害のことが記されていることが分かった 

ので、ここでは再び性急な断定はしないほうがよさそうに思われる。今後は被害の裏付けとなる資料 

の収集に心がけて、この事の決着を付けたいと思っている。 
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震災復舊記念碑（写真 2）－南足柄市上怒田－ 

 関本にもどり、今度は左手に藤原範茂卿の墓のある切り通しをぬけ、県立足柄高等学校をすぎて、 

旧道を山北方面に進んでいく。蜜柑の協同選果場を過ぎた道の左手に建っているのが、この震災復舊 

記念碑である。かつて周囲を囲んでいた柵も壊れて、今はなくなっている。 

 

写真 2 震災復舊記念碑 

 

 関東大地震で大きな被害を被ったところでも、その後の復旧への努力によって地域振興がはかられ 

た事例は多い。この記念碑には、関東大地震で被ったこの地域の被害の状況から復旧工事の完結まで 

の事が詳しく記録され、工事のおかげで交通などの利便性が向上したことが記されている。しかし、 

この記念碑の存在も、この地域の人々の記憶から次第に失われようとしているのであろう。 

 裏面には当時の池田 宏県知事をはじめ、この工事と関わった神奈川県庁の職員名と怒田耕地整理 

組合の関係者名が記されている。怒田耕地整理組合長は市川実太郎氏である。市川実太郎氏の顕彰碑 

は慶伝寺参道前にも建っている。 

 この記念碑を後にして、800m 程山北方面に行くと臨済宗珠明寺がある。この墓地に「大正十二癸 

亥九月一日 大地震之節箱根底倉活埋設至今遺形不顕矣」と刻まれた墓石がある。 

 珠明寺からさらに北に 800m 程の所が大口で、足柄山地の渓谷を流れてきた酒匂川は、ここから足 

柄平野を潤す流れに変わる。ここに酒匂川の水害の歴史と深く関わる福沢神社があり、正面の鳥居の 

右側に大きな文明用水碑が建っている。この記念碑は関東大地震後の足柄平野全体の農業用水路の改 

修とも関わっているので、後でそれらと併せて紹介することにしたい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市川実太郎顕彰碑（写真 3) －南足柄市上怒田－ 

 珠明寺の手前を左に折れて、およそ 400m 程で暮坪地区の臨済宗慶伝寺参道の登り口に着く。この 

参道の左手に総高 4m にも及ぶ大きな石碑が建っている。この地域の発展に尽くされた市川実太郎翁 

を顕彰したものであるが、碑文に怒田耕地組合長として関東大地震の被害の復旧につくされたことが 

次のように記されている。 

「・・・・・（略）帰郷された翁は同年怒田耕地整理組合長に就任震災後の耕地並びに道路水道の復 

旧整備を完了営農上の面目を一新し昭和三年福沢村農会長となり献身的に努力されたので会務は刷新 

されその成績は著しく向上した（略）・・・・・・」 

 なお、この顕彰碑は翁没後の昭和三十六年に建てられた。題字撰文は鎌倉円覚寺の朝比奈宗源禅師 

である． 

写真 3 

市川実太郎顕彰碑 

 

三橋源之助頌徳碑（写真 4 ) －南足柄市竹松－ 

 足柄平野が生んだわが国を代表する人物として、誰もがためらうことなく二宮金次郎のちの尊徳 

(1787～1856 年）をあげるに違いない。酒匂川の氾濫による災害が、偉大な人物を育んだのである。 

 竹松の三橋源之助も、災害が育んだ人物と言えるだろう。関東大地震で被害を受けて打ち拉がれた 

村民を勇気づけ、組合を設立して復旧に尽くしたのである。 
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写真 4 三橋源之助頌徳碑 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 三橋源之助が設立した福沢村信用販売購売利用組合は、その後足柄農業協同組合に引き継がれ、現 

在に至っている。 

 この三橋源之助頌徳碑は、関本の龍福寺交差点から大井松田インターチェンジ方面に約 1200m の所 

にある曹洞宗大松寺の門前に建っている。 

 

檀信戮力碑（写真 5）－南足柄市塚原－ 

 戮力は「りくりょく」と読み「力をあわせる、協力する」と言う意味である。この碑はお寺の檀徒 

が、関東大地震で潰れた寺院の再建を果たしたことを記念して建てられた。碑は総高 180cm 程で、曹 

洞宗天王院山門脇に建っている。この寺は、狩川に架かる駒千代橋の約 500m 上流の右岸にある。 

 

写真 5 檀信戮力碑 
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 裏面に石碑が建てられた由来が彫られているが、関東大地震によるこの辺りの被害の大きさが想像 

できる。記念碑は全ての再建工事が終了した昭和 15 年に建てられている。当時は、この年を紀元二千 

六百年とよび、各地でさまざまな記念行事が行われたという。 

 

大震災紀念碑（写真 6）－南足柄市塚原－ 

 この碑はこれまで紹介してきた他の記念碑と大分性格が異なっている。石碑の総高は約 120cm 程度 

で、中央に大きく大震災紀念と刻まれ、その上部に「大正十二年九月一日午前十一時五十八分」と記 

されている。その他には碑面の左側に小さく「臺河原中」とあるだけである。 

 どんな理由によって、この紀念碑が建てられたのか碑には記されていない。この碑はこれだけが独 

立してあるわけではなく、左側に一列に並んでさらに四つの碑が建っている。左隣が「大山祗神」で 

左に順に「愛宕大神」「堅牢地神」「馬頭観音」と並んでいる。「大山祗神」や「堅牢地神」、「馬頭観音」 

などは県西部の各地の路傍で見ることができ、農耕と深く関わる土や降水､馬匹を祀ったものである。 

そのために、大震紀念碑の建てられた場所からみて、地震そのものへの畏れからこの碑が建てられた 

のではないかと思えるのである。いまでは石碑の表面にひどく苔類がはびこって、彫られた字もはっ 

きり見えないようになっている。 

 この紀念碑は、大雄山線塚原駅から南足柄市消防署岡本分署の方向にたどって、岩原城跡まで歩く 

と、道路を挟んだ対面に建っている。 

写真 6 大震災紀念碑 

 

 


